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苅田町青少年育成町民会議だより
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9月 24日 (日 )「親子ふれあい広場」で『案
山子 (かかし)作り』を開催いたしました。

10組の親子と白川地区のボランティアの

皆さんの参力□でにぎやかに案山子作りがス

タート。

木 4kキとペツトボトルで人形の土台をつくり

古着や帽子、手袋などを着けて、思い思い

の案山子を作つていきました。赤ちゃんや

キャラクター、幽霊など楽しい発想で作って

いくと皆さんの気持ちがのつてきて一組の

グループで2体以上。4体も作った御家族も

いました。

全部で44体の案山子が出来上がり、終了
後に等覚寺に運び上げられました。

秋晴れの下、ボランティアの方々が作って

くれた新米のおにぎりと豚汁を食べ、実りの

秋と充実した気持ちを感じた日でした。

10月 21日に行われた棚田祭りでは、たく
さんの案山子が訪れた人たちを迎えてくれ

て、棚田のコスモス畑は、あちらこちらと楽

しい物語が生まれていました。

ご協力をいただいた方々、ありがとうござ

いました。
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9月 2日 (土 )にウェルとばた大ホールにおいて、「平成29年度少年の主

張福岡県大会」が開催されました。苅田町青少年育成町民会議では、会

長をはじめとして委員達がバスにて戸畑区に赴き会場入りしました。

今年は県内の中学校より16名が出場し、苅田町は惜しくも発表者の候

補は逃しましたが、新津中3年安達裕大さんが奨励賞を受賞しました。

当日は、残署にも関わらず県内から多くの聴衆者が訪れ、中学生の真

剣な発表に耳を傾けていました。

発表者の方々は、登壇すると深く一礼をしたのち、堂々と前を向きながら大勢の聴衆者に向かつて語り掛けるよう

な□調でしつかりと自分の主張を述べました。持ち時間の中で無事に発表が終わると、会場からは大きな拍手が沸

き起こり、笑顔とともに安堵の表情で降壇しました。

福岡県青少年科学館に視察研修 平成29年 10月 26日 (木 )
今後の苅田日丁青少年育成町民会議の事業計画を進めるにあたつて、青少年の育成支援に携わるための参考に

なればということで、視察研修を行いました。

放電実験ステージ       科学実験ステージ
100万ボルトの落雷実験を行  身の周りの不思議を解き明か

いました。         すサイエンスシ∃一

苅田町青少年育成町民会議では、毎月の「青少年みまもり

パト□―ル」とは別に、町内で開催されるイベントにも積極的

なパトロールを計画しており、苅田町の青少年を取り巻く環境

改善の一役を担つております。

委員の方々、いつもお疲れ様です。

↑青少年みまもリパトロール

苅田中・新津中校区

宇宙飛行士の若田光一さんと一緒

に4ケ月半、宇宙を旅した「アンビ

シャスの旗」を常備展示しています。

委員の方々

錮筋筋孵新動蒻笥
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↑苅田町盆踊り大会補導

29.825
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↑夏の特別補導297.21

L ‐1

|
`

,

`I::::11ヽ

.

1｀

L」

腰
▲

１
１
１
■

■

―

―
―

‐ヨ

▲
二
〓
●
１

』

0

翻閣日ぽ
S

●
嚇

・・

Ｆ
ｒ
ｌ

絆
”

「

~

dl

宙
攀稔

li注i

ヽ

L

dヽ

曇
・
―
‐
ヽ

●

亀 顧劉
嗣
閣
ｆ
一



■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 菫 ■ ■ ■ ■ 菱 ■ 轟 ■ 嚢 ■ 華 ■ 轟 ■ 聾 ■ 藝 ■ 墓 ■ 轟 ■ 姜 ■ 義 ■ 轟 ■ 萎 ■ 轟 ■ 二i■

■ ワ■ ■ ■

“

■ ″ ■ ξ ■ 轟 ■ 警 ■ 彗 ■ 羹 ■ 魃 ■ 甕 ■ 嚢 ■ 羹 ■ 咆 ■ 羹 ■ 竃 ■ 馨 ■ 曇 ■ 羹 ■ 羹 ■ 導 ■ 璽 ■ 野 ■ 撃 ■ =:■ :`■

平成29年度 苅田町「家庭の日 オアシス運動」コンクール入賞者発表
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南原小3年

古賀 美々
南原小3年

緒方 優香

この度は、こ応募をいた

だき、ありがとうこざいま

した。入賞作品をこ報告さ

せていただきます。

(敬称日各、順不同)

南原小3年

田中 ことね

オ はようこざいます

ア リがとうこざいます

シつれいしました

ス みませんでした
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南原小3年

下崎 亮輔
新津中1年

中村 きらり

オアシス運動

オ
ア
シ
ス
運
動
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
を
言
え
る
よ
う
に
心

が
け
よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
あ
い
さ
つ
の
言
葉
『お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
』
『あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
『し
つ
れ
い
し
ま
す
』

『す
み
ま
せ
ん
で
し
た
』
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

ぼ
く
が
通
う
南
原
小
学
校
で
も
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い

ま
す
。
ぼ
く
は
、
計
画
・運
営
委
員
会
で
四
月
か
ら
校
門
に
た
ち

ま
し
た
。
最
初
は
、
は
ず
か
し
く
て
小
さ
な
声
で
し
か
「お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
同
じ
委
員
の

友
達
が
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
し
て
い
る
の
を
見
て
、
気
持
ち
が

い
い
と
思
い
、
ぼ
く
も
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
そ
う
す
る
と
校
門
か
ら
入
っ
て
く
る
友
達
や
下
級
生
も

大
き
な
声
で
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
四
月
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
習
い
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
最
初
に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
は
、
あ
い
さ
つ
で
し
た
。
体
育

館
に
入
る
時
は
、
「お
願
い
し
ま
す
。
」
コ
ー
チ
や
友
達
な
ど
に

会
っ
た
ら
「お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
「こ
ん
に
ち
は
。
」
練
習
が

終
わ
っ
た
ら
「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
な
ど
の
挨
拶
を

大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
言
う
こ
と
で
す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
と

チ
ー
ム
の
、
ふ
ん
い
き
を
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
大
切
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
練
習
中
の
、
つ
か
れ
て
い
る
時
で
も
友
達
ど

う
し
で
「が
ん
ば
れ
。
」
「フ
ァ
イ
ト
。
」
な
ど
の
か
け
声
を
か
け
合

う
と
、
や
る
気
が
で
て
き
ま
す
。
あ
い
さ
つ
に
は
、
人
も
自
分
も

元
気
に
な
れ
て
、
や
る
気
を
出
す
不
思
議
な
力
が
あ
る
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
ふ
だ
ん
の
生
活

の
中
で
も
、
あ
い
さ
つ
を
活
用
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

（原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

上記以外の入賞者

ヽ

上玉利 駿汰 石田 乃愛 中村 きらり 上野 真悟 野依 勇希 畠山 結名

朝
ｎ
声
か
叶
運
動

苅
田
町
青
少

年
育
成
町
民
会

議
で
は
、
１０
月
１７

日
と
２４
日
「
い
じ

め
防
止
強

調
月

間
」
の
一
環
と
し

て
、
児
童
。生
徒
の

登
校
時
間
に
朝

の
声
か
け
運
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

登
校
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
と
て
も

大
き
な
声
で
、
「お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

言
わ
れ
、
慌
て
て
私
た
ち
も
あ
い
さ
つ
を
返

す
こ
と
も
あ
り
、
活
き
活
き
と
し
た
躍
動
感

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
皆
が
元
気
で
活
発
に
な
れ

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
あ
い
さ
つ
運
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真は、

南原小の朝の

一 コマ
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町内6校の小学校を順に紹介させて頂きます)今回は南原小ひろばです)

受付に名前を書いて活動開始 !

oaaaaaaaaaaaoaaaaaaaaaaaaoaoaaaaaaaaaa

苅
田
町
役
場

子
育
て

。
健
康
課

●
０
９
３

（
５
８
８
）
１
０
３
６

体
育
館
で
ボ
ー
ル
遊
び
♪

部
屋
で
は
静
か
に
宿
題
を
し
ま
す

南原ひろばの部屋 Iさ

3階にありますノ

置きます′

荷物を
きちんと

ヽ プ

「苅田みどι′幼稚園」
今年度、九州電力苅田発電所より、環境活動の一環として発電所構内の環境

施設農園における園児を対象とした栽培活動にお声掛け頂き参加させて頂きま

した。

ツ
′
子

6月 に苗付けを行い、9月 に草取り作業、そして10

月26日に収穫を行いました。写真は収穫の時のもの

です。

子ども達もとつてもうれしそうにお芋を掘つてい

ました。雨続きで日照時間が不足し、小さな芋が目立

ちましたが、大きく成長したお芋もあり、大きなお芋

を発見した子は大興奮でした。

途中、ミミズ・幼虫。オケラなど色々な虫に遭遇し、賑やかな声も聞こえていました。

自分で掘つたお芋をビニール袋いつぱいに詰め込んでお家に持つて帰りました。

様々な経験をし、また一回り成長した年長さんです。

奮肇l翻噸ヽ

子
ど
も
が
新
津
中
学
校
入
学
と

同
時
に
お
誘
い
が
有
り
、
子
ど
も
た

ち
の
為
に
何
か
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

校
長
を
始
め
先
生
方
、
地
域
の

方
、
保
護
者
で
毎
日
挨
拶
運
動
声

か
け
指
導
を
行
な
っ
て
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
で
逆

に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
除
草
作
業
、
花
植
え
、
体

育
大
会
、
文
化
発
表
会
な
ど
色
々

な
行
事
体
験
で
子
ど
も
た
ち
の
真

剣
に
取
り
組
む
姿
に
感
心
感
動
す

る
毎
日
で
す
。
た
ま
に
は
忙
し
く

大
変
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
先
生

方
の
仕
事
の
大
変
さ
を
目
に
し
て

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
校
・地
域
保
護

者
が
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
学
べ
る
学
校
作
り
の
為
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。駒
谷
　
明

平
成
２９
年
度
す
こ
や
か
編
集
委
員

編
集
長
　
今
林

ユ
リ

照
山

功

米
盛

理
英

駒
谷

明

濱
田

嗣
視

森
上

直
久

高
辻

潤

一

江
藤

律
子

編
集

・
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会
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ひろばは00な活動場所ですが′L一′しがあります。
: 子ども達は′L―′L古 守りながら楽しく過〕しマtヽます。
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